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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月14日(2016.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドライブラインデバイスのための潤滑油における、ビニルモノマーから誘導された単位
（Ａ１）およびカルボン酸モノマーから誘導された単位（Ａ２）を含むエステル化コポリ
マーの、潤滑油の高温高せん断（ＨＴＨＳ）性能を改良するための使用であって、該ビニ
ルモノマーは、ビニル脂肪族モノマーを含み、該カルボン酸モノマーは、第一級アルコー
ルでエステル化されたエチレン性不飽和カルボン酸またはその誘導体を含む、使用。
【請求項２】
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　温度が上昇したときに、前記潤滑油の動粘性率性能を改良するための請求項１に記載の
使用。
【請求項３】
　せん断速度が増加したときに、前記潤滑油の動粘性率性能を改良するための請求項１～
２のいずれか１項に記載の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　ドライブラインデバイスのための潤滑油における、ビニルモノマーから誘導された単位
（Ａ１）およびカルボン酸モノマーから誘導された単位（Ａ２）を含むエステル化コポリ
マーの使用であって、該ビニルモノマーは、ビニル脂肪族モノマーを含み、該カルボン酸
モノマーは、第一級アルコールでエステル化されたエチレン性不飽和カルボン酸またはそ
の誘導体を含む、使用。
（項目２）
　前記潤滑油の高温高せん断（ＨＴＨＳ）性能を改良するための項目１に記載の使用。
（項目３）
　温度が上昇したときに、前記潤滑油の動粘性率性能を改良するための前記項目のいずれ
かに記載の使用。
（項目４）
　せん断速度が増加したときに、前記潤滑油の動粘性率性能を改良するための前記項目の
いずれかに記載の使用。
（項目５）
　Ａ．ビニルモノマーから誘導される単位（Ａ１）およびカルボン酸モノマーから誘導さ
れる単位（Ａ２）を含むエステル化コポリマーであって、前記ビニルモノマーがビニル脂
肪族モノマーを含み、前記カルボン酸モノマーが第一級アルコールでエステル化されたエ
チレン性不飽和カルボン酸またはその誘導体を含む、エステル化コポリマーと、
Ｂ．潤滑粘度の油と
を含む潤滑組成物。
（項目６）
　前記エステル化コポリマーが、前記組成物の１～２２ｗｔ％、または２～１５ｗｔ％ま
たは３～１０ｗｔ％である、項目５に記載の潤滑組成物。
（項目７）
　前記エステル化コポリマー（Ａ）が、少なくとも５０００、または最大で５０，０００
の重量平均分子量を有する、項目５に記載の潤滑組成物。
（項目８）
　ビニルモノマーから誘導される前記単位（Ａ１）が、ビニル芳香族モノマーから誘導さ
れる単位をさらに含む、項目５に記載の潤滑組成物。
（項目９）
　前記ビニル脂肪族モノマーがα－オレフィンを含む、項目５に記載の潤滑組成物。
（項目１０）
　前記α－オレフィンが少なくとも６個の炭素原子を有する、項目９に記載の組成物。
（項目１１）
　前記コポリマー中のビニルモノマー単位とカルボン酸モノマー単位とのモル比が、１：
３～３：１または１：２～２：１または０．６：１～１：１または０．７：１～１：１．
１である、項目５に記載の潤滑組成物。
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（項目１２）
　前記エステル化コポリマーが、β位またはより高位で分枝した第一級アルコールでエス
テル化されている、項目５に記載の組成物。
（項目１３）
　前記カルボン酸モノマーが無水マレイン酸を含む、項目５に記載の組成物。
（項目１４）
　前記エステル化コポリマー（Ａ）が窒素含有基を含む、項目５に記載の潤滑組成物。
（項目１５）
　前記カルボン酸モノマーから誘導される前記単位（Ａ２）の少なくともいくつかが、窒
素含有化合物でのアミノ化、アミド化およびイミド化の少なくとも１つを施されている、
項目５に記載の潤滑組成物。
（項目１６）
　前記窒素含有化合物が、モルホリン、イミダゾリジノン、アミノアミド、β－アラニン
アルキルエステル、脂肪族アミン、芳香族アミン、脂肪族ポリアミン、芳香族ポリアミン
およびその混合物からなる群から選択されるアミン含有化合物である、項目１５に記載の
潤滑組成物。
（項目１７）
　前記潤滑組成物が、少なくとも９．３ｃＳｔまたは最大で１２．５ｃＳｔの１００℃で
の動粘性率を有する、項目５に記載の潤滑組成物。
　簡単な説明
　例示的な実施形態の１つの態様では、潤滑組成物は、（Ａ）ビニルモノマーから誘導さ
れる単位（Ａ１）およびカルボン酸モノマーから誘導される単位（Ａ２）を含むエステル
化コポリマーであって、そのビニルモノマーがビニル脂肪族モノマーを含み、そのカルボ
ン酸モノマーが第一級アルコール（直鎖状または分枝状）でエステル化されたエチレン性
不飽和カルボン酸またはその誘導体を含む。
　他の態様では、潤滑油において改善されたＨＴＨＳ、せん断安定性および動粘性率を提
供する方法は、潤滑油中でエステル化コポリマーおよび任意選択の１つまたは複数の他の
性能用添加剤を用いるステップを含む。エステル化コポリマーは、ビニルモノマーから誘
導される単位（Ａ１）およびカルボン酸モノマーから誘導される単位（Ａ２）を含む。こ
のビニルモノマーはビニル脂肪族モノマーを含む。カルボン酸モノマーは、第一級アルコ
ール（直鎖状または分枝状）でエステル化されたエチレン性不飽和カルボン酸またはその
誘導体を含む。
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